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森下さん JR東海労加入２０年・未来を語る集い 
 １２月５日、目黒さつき会館において、森下さん JR東海労加入・２０年・未来を語る集

いを開催しました。 

 森下さんは、会社が体調不良の女子社員に乗務を強要する会社と、会社に対して何も

言わない JR東海ユニオンへの怒りをつのらせて脱退を決意し、JR東海労に２００１年

１１月１９日に加入しました。当時は、自分の人生が大変厳しいものになることを覚悟し、

自分がここで立ち上がらなければという決意を強く持ったのです。 

 現在は、JR東海労本部組織部長として奮闘しています。 

 森下さんが加入後、平成採用の松山さん、水野さんが加入しました。 

 

森下さん加入によって、未来に希望と夢が！ 
 会社やユニオンは、もの言わない社員を大量生産している。JR東海労組合員の写真

を見せて、注意するようマインドコントロールをしているのではないか。その結果、今の

会社の状況であり、労働条件の悪化、手当の削減、給与が増えない。そして、会社にもの

言う JR東海労組合員の職場から一掃するために、コロナ禍で減収をしたかのような理

由で、５４歳原則出向をこの時とばかりに再開したのである。明らかに、JR東海労の弱

体化をさせるための不当労働行為であり、今のままの状況では、もの言わない労働者達

を飼い殺しにすることではないだろうか。 

 

今こそチェンジしませんか！JR東海労と共に、闘いませんか！  
 ユニオン組合の皆さん、今の職場、今の JR東海会社、今のユニオン組合に不満が

あると思います。このまま何十年もこのままでいいのですか。不満や怒りをそのままでい

いのですか。今のままでは何も変わりません。 

会社は、今のままにしとくために、もの言う JR東海労組合員を一掃したいのです。会

社を今すぐにも辞めたい、転職したいと言う声を多すぎるぐらい聞こえてきます。いまの

ままではミス・事故したら、今後はあなたたちが切り捨てられます。 

 あきらめないで JR東海労と共に、今この現状を変えるために共に闘いませんか。 

 

明るい職場を共に作り、いい会社にしませんか！ 
 JR東海会社の未来と社員とその家族の生活を守るために、明るい職場を作くりませ

んか、皆さんの勇気ある行動が必要です。少なくとも、JR東海労は闘っています。 

今のままでは、あと何十年も悩み苦しみ続けていても、気持ちが晴れる事はないと思

います。 

 平成採の 

 森下さん、松山さん、水野さんに続き、共にいい会社にしましょう！ 


